
 

カレンダー 

 
いろんなことが起きたこの月が 
一枚めくるだけで 
忘れることができるのならば 
どんなに救われるだろう 
 
あなたがまだいたこの月の初め 
その頃にはこの結末が 
くることさえも想像できずに 
当たり前のように過ごした 
 
なりゆきを受け止めるだけで 
できること何もなかった 
せめて少しの覚悟さえも 
持っていたなら違ったかも 
 
 
見たくも見られたくもないこのカレンダー 
修正テープだらけで 
めくる日が来てスッキリするはずが 
なぜか画像に残した 
 
あなたがまだいたこの月の初め 
その事実も含めて全部 
捨てることがやっぱりできずに 
どこかに残しておきたかった 
 
新しいカレンダー 
やけに白くてさみしさがつのる 
せめて自分の予定がたくさん 
あったのならば違ったかも 
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